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第四章施設及ぴ通園精神薄弱児の栄養調査

研究第 4部

愛育養護学校

日本女子大学
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精薄施設で突際に子どもの養護に当っている閤長・保 に、食事の摂取がスムーズに行なえるような食事計画・

母の方々から、あるいは精部児をもっ母親から子どもの 調理法・供食方法の検討や訓練法などがとりあげられな

食事についての指鄭や助言を求められることが屡々あ ければなちないと思う。

る。 我々は精昔話児の栄養、食生活の適正なあり方を求める

最近精薄児に対する関心は非常に高まり、いろいろな 目的で、まず第 1段階として、施設に収容されているも

角度から研究が進められているようであるが、食生活に のと家庭児についての栄養摂取量や使用した食品、調理

関する調査・研究は極めて少ない。精裕児の食事につい 法等の実態調査を行った。

ては対象児の栄養が十分充たされる献立の作成ととも

E 研究の対象及び方法

1 対象

(1) 家庭児

愛育研究所養護学校に通学している児詑は48名いる

が、この中5-10才迄の子どもを持つ母親に対L趣旨を

説明して調査の協力を求め、引受けて下さった8名に子

どもに関する品種の記録、観察を依額した。

対象児は男4名、女4名で生活にゆとりのある家庭で

ある。

(2) 施設児

長沢学図〈神奈川県長沢町県立精薄施設〉には現在5

-18才までの児童約 100名が収容されている。学闘の目

的は将来独立自治に必要な知識技能を与えることとされ

ており、中程度の精神薄弱児が収容されている。今回栄

養調査の対象になったものは 6-11才の児童10名(男

6、女4名〉で、この中4例は年4回の全調査期間を通

じて、 5例は2回目から調査に参加した。

同学図は海浜に近く、自然環境に恵まれており、施設

長始め各職員が栄養、給食に対して深い関心をもち、日

頃からその改善向上に努力されている。今回の調査もそ

れが最終的に締務児童の福祉に役立つのであればという

ことで快諾された。

給食は長い経験を有する栄縫土と、児童を愛し労を厭

わない調理主任、それに作業員3名によって運営されて

いる。食費は 1日200円程度である。施設児は支給され

る食事以外の栄養補給源を全く持たないので全面的に施

設給食に依存しており、従って給食の良否が児意の健康

や成長に及ぽす影響には大きなものがあると考えること

ができる。

2. 研究方法

(1) 食事歴及び食事摂取量等の調査

1) 家庭児

対象児の母親に対し調査の主旨、方法等についてくわ

しく説明いまず質問紙法により、食事歴や食生活の現

状を調査し、次に春夏秋冬各々 3日間の食事の計量記録

を依頼した。

尚記録の不備な場合には養護学校への子どもの送迎の

時間を利用して商接し、補足した。

計設には感度5gの自動台秤を用い、 3日間に摂取し

たすべての食物一間食も含めてーについて摂取時刻、食

事に要した時間、摂取量の記録を求めた。調査期間は下

記の通りで毎週水、土、日は休校なので登校日 2S.、休

日1日を含む連続3日間を食事調査期とした。また登校

日には弁当を持参したので、これは栄務部員が養護学校

に出張してff:ffi:記録した。しかし実際には母親の都合で
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第 1表家庭児(愛育養護学校〉
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の生活歴・既往症と現在の状態

M'  J (7才〉 M' K (7才〕 I N' K (7-8才〉 I K・T (日才〕 M'Y  
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第2表長沢学麗の生活歴，既往症
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既症往

特になし 麻疹 3才 新生児賛痘強く鮮明、 無熱性肺炎〈生後75日〕 自動車事故で頭部外

肺炎生後2週間 心臓弁膜症 傷 (5才〉

尾底骨化膿切開

中~重度の精薄 中~軽度の精薄 中皮の精神遅滞 中度の精神遅滞 中度精神遅滞

!Q テスト不能 ! Q 51 毅古症 渓古症 ! Q 48 

SQ 48 

(自閉的傾向島り〉

5月が6月に、 2月が3月に調査がずれたものもあっ 1回の調査は連続3日問、 1年聞に下記の4回調査し

た 。た。

第l回調査

。2 ， 
昭和43年5月-6月

H 7月

。3 " "10月-11月

"4 " "2月-3月

2) 長沢学園(以下施設児と略称する〉

調査開始時には5名を対象に選んだが、 2回目からは

10名とした。施設児の食事歴や既応症等については施設

に備えつけのカルテにより、食事調査は家庭児同様食事

毎に対象児が突際に摂取したすべての食物を感度 1gの

自動秤で秤量記録された。この作梁は前もって十分訓練

された食物、栄養学専攻の大学4年生が幼児2-3名に

対II名の割合でつきそって行なわれた。
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第 1回調査

H 2 ， 
昭和43年5月9目-11日

。 7月17日-19日
"3 q " 10月15日-17目

。4/1 "12月1日-3日

尚家庭、施設の両食事記録の栄養価算定は、三訂日本

食品標準成分表および母子栄養ノートを用いた。

(2) 身長・体重・皮厚等の測定

1) 家庭児

春と秋の2回身長・体iJI・皮厚の測定を行った。皮厚

測定(肩H甲骨下部、上脚部〉栄研式皮下脂肪計を用いて

測定したが、器具を怖れて測定がうまくできなかった児

童もあるので、必らずしも信頼出来る数他が得られたと
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と現在の状態

ES TF  TU  YI SN  

異常なし 異常なし 異常なし 異常'なし 母方総務

父方も精神隣接の系統

3225g 3α)()g 3550g 3000g 18αコE

人工栄養

-むがなら気い。で食事に務着
-物始手するめがにを使、は周菩スえ囲になプこんいーまでのきγ散たをでベ上食ら

-たべさせてもらう

務鵠52がrz認f1 := 融遺産-スげと汚プるーしたγをり、もすたせぐ投る
-わがスず多プ手いー指シはであたベまるり使1Jl: 

をも
、たて

b

な
あ
っ

う
ま

-無的表多情くでた黙ベて々とし比ま較
う-

手

Z

てを

E

激、がを少食たし事なたく動にい
い集たか中しり身すた体
る
し

-一旦ロに入すれてから
又はき出

-あきると歩き廻る -片頭膝ををつきそたの上に -食る事，~が中放あ心る状態にな -食児自事立と態かし度わていはら一ぬる般、一の応正常はのせてベる

-スプ-yをる使事うもが、
る-口に入れたるり出でし食た 手でたベ あ

事り時し間てたもベ長い
の
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がる〉

特になし 肺炎 小児嶋息 肺炎生後5日目

腎臓炎
原斜れ視
因な不く明なのり全高熱身不以来自坐

由
栄挺失調

重度精薄 中皮の精神発達遅滞 震度の精硲 中等度精蒋 中等度の溺務〈魯鈍級〉

IQ 突施不能 IQ テスト不能 IQ テスト不能 1 Q 51 

(自閉症的傾向あり〉 (S Q 38) 

はいい難〈、更に検討の余地が残されている。 つける部位およびつけ方、測定時間等について再検討を

加えてゆきたい。またベドメ{タ{による相対的運動盈の測定をおこな

いたいと考え、探具を母親に渡して各食事調査期毎に実

施したが、器具のつけ方が不慣れであったり、子どもが

珍らしがっていじったりしているので、この測定成統に

ついても信頼出来ない数値がある。 3互にベドメーターを

2) 施設児

年4回、各調査期毎に身長、体重、皮厚、ベドメータ

ーによる運動量を測定した。皮厚、ベドメーターの測定

結果は家庭児の場合同様再検討の余地がある。

班 調蚕成綴および考察

1 対象児の生活歴，既応症および現在の健康

状態について

t$1表〈家庭児〉および第2表〈施設児〉に総括して

示した。
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(1) 妊娠中の状態

家庭児ー母親8名が妊娠中における精神的負担、肉体

的障害がなかったかどうかについて質問した。その結果

は次ょうである。

0半数以上の母親は妊娠したことを菩び、挺娠を図っ
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第3表対象児の身長

年齢 45年推計 家 庭 児(佃〉 施 設 児 (cm)
性別

|秋|〈歳〉 基準値 春 変 冬 春 宝E 秋 冬

6 11211川い05.9ト
1 110.81 109.5 

7 

ベ|
¥ ¥ 

115.0 
男 8 

出 51 . i i i 
9 I 119.8¥ 119.21 123.0 

134.5 
11 141.0 

143.0 

I 112.0 ¥ 122.。
6 

|い113|「ー
7 

女

8 I 123.51 
|山 7¥国ヲ| 119.0 

9 130.0 
114.5 

たと思った母親はいなかった。 なお厚生省uが昭初ほl年に突施した精神薄弱児奨態調

。家人の気持も大体同様で、娃娠を困ったと感じた家 査によれば精神薄弱児 221.200人(推計〉のうち、妊娠

庭はなかった。 経過に奥常のあった者が12.5%、分娩経過に異常のあっ

0妊娠中、特に心配事があったかどうかについては特 た者は16.4%であった。
に心配事があったといった者は3名で、突然の父の死、 {紛現在の身長および体盤の変化

妊娠初期の風疹罷忠、家族関係があげられていた。 家庭児および施設児の身長および体重を第3および第

0母親の健康状態は殆んど良好で、つわりのひどかっ 4表に示した。

たもの1名があっただけである。 昭和44年に発表された所要最の算出基準として使われ

施設児一一3名の母親が妊娠中に姪板中議症、腎臓疾 た45年推計基準値を対照とすれば、身長においては家庭

忠にかかっており、紅械悪阻のひどかったもの l名であ 女児8才1名と、施設児8才女児1名、11才男児1名の他

る。 はすべて基準値以下であった。また体質においては、殆

(2) 分娩時の状態 んどが基準以下であり、 TFはやや肥満の傾向を示し、

家庭児一母親に分娩時に障害がなかったかどうかにつ 家庭児Yは強度の肥満であった。

いて質問した結果、意外に問題が多〈、半数が仮死の状 出生時体重と現在の体重との問に相関はみられなかっ

1畠で生れたと答えていた。 た。

出生時体重はS例 (37.7%)が2500g以下で、この中 (4) 乳児時代の栄養法

1例は 8.5カ月の早産であった。 家庭児一対象児の乳児時代の保育者は全部が母親であ

施設児一出生時体重は未熟児2名、未熟児すれすれの るが、母乳栄養は2例でその他は人工栄養となってい

線上にあるもの2名、不明 1名で残り半数は3kg以上で る。発育が順閣というもの2例で、残りの殆んどがいっ

生れてい石。ちなみに昭和42年東京都の未熟児出生率を もやせていたと答えている。

みると 6.3%であった。 離乳開始および経過が順調と答えたものは 1例で他の
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第4表対象児の体重

年齢 45年推計 家 庭 児 (kg) 施 設 児 (kg)
性別

春|夏|秋|各(歳〉 基準値 春 豆 秋 冬

6 20.5(kg) [ 16.8 [ 

[ 16.0 ¥ 19.5 
7 22.5 

¥ 23.5 [ 24.0 [ 

19.5 
男 8 25.0 

9 I 20.51 21.6¥ 23.0 

31. 5 
II 34.5 

34.0 

¥ 18.2[ 26.2 
6 

7 21. 5 
¥ 16.5[ 

女

8 ¥ 26.5 [ 

[ 53.5¥ 52.0 ¥ 24.0 
9 27.5 

殆んどはi誰乳開始および完了がおくれ(開始 5-10カ

月、完了は 12'"月-2才6カ月〉、離乳食をたべない、

離乳が進行しない等の離乳困難を訴えている。またこの

頃の機嫌については“よく泣いた"というものは l例だ

けで、あとは“泣かなかった"と答えている。それは泣

く元気さえもなかったという状態のようであった。

施設児-10例中、母乳栄挺3例、人工栄養3例、混合

栄主主1例でその他は不明である。

(の既往症について

家庭児一既往症なしと答えたもの 1例、特に母親の記

事立にないと答えたもの3例で、既往症としてあげちれた

病名は麻疹、 i詰桃腺炎、夏季熱などであった。

施設児一生後間もなくの肺炎4名、時息、麻疹、事故

等があり、著足、なしと記録されているもの2名にすぎな

し、。

(6) 最近の健康状態

家庭児一風邪ひきやすい、下痢しやすいという訴えが

S例中3例にみられた。また 1例であるが骨折しやすい

というものもあった。

施設児一対象児は健康児にくらべて骨や衡が弱い傾向

があることが観察されている。

21. 5 

長畑'jは精滞児には衛生教育を行うことがむずかしい

ので不潔になりやすいこと、身体的な遠和感の明確な表

現が困難なので、治療の開始がおくれがちになることな

どから消化器障害、呼吸器疾忠等を起しやすいことを警

告している。また骨異常その他変質鍛候としての骨形成

異常なども病理的精薄児(病的な過程によるもの〉の20

"-'30%にみられるのが普通であるとされている。

2. 食事のとり方

1) 食事にかかる時間

a 家庭児

食事にかかる時間は第5表のようで、 10-60分位かか

り、同一人でも日によって所要時間に開きがある。一般

に3食のうち朝食にかかる時聞は短く20-40分未満が最

も多く、 96聞のうち84%を占め、 40分以上のもの11、20

分未満のもの5%となっている。これは笠校前のあわた

だしさ〈特に母親も一緒に付添って登校するので〉を反

映して十分食事に時聞をかけられないとか、食事の分量

が少ないとか、簡単でたべやすいものを与えるとかの配

慮があるためであろう。

一般の傾向と同様夕食の所要時間は長く、 30-60分未
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第5表食事にかかる時間〈家庭児〉

会雪量品同ゐ|鰍畠%1鰍自
10........19分 4 4 2 4 1 1 

20........29 31 36 6 11 4 5 

30-39 41 48 26 45 28 36 

40-49 7 8 15 26 28 36 

50-59 2 2 1 2 11 15 

日以上 1 7 12 5 7 

~t 77 1【泊

記入なし | 10 39 19 

延食数| 96 96 96 

知能指数と食事にかかる時間との関係をみると対象児

の中ではY1のように比政的IQが商くても、ゆっくり

上手にたベ時間も長くかかるものもあれば、 TF、TU

のように早いけれども IQテスト〈テスト不能〉は低く

食事をまき散らしながら、手ずかみでたべるなど上手に

たべられない者もいる。

2) 探食上の問題および好き嫌いについて

第 l表および第2表に示したように、対象児には摂食

上の問題がいろいろくみられる。

a 家庭児

母親の記録から姶うと“たくさん口につめこむ"。“か

まずにのみこむ"。“落ちついてたべない"。“おそい"。“よ

くこぼす"等殆んどの母親がどれかを訴えていた。

好き嫌いについては、パγ、せんべい、ソーセジなど

満が87%を占めており、 20分未満の場合は96問中 1回の 持ちやすいもの、バナナ、プリ γ、シューグリーム、さ

みで、これに対し 1時間以上食事に要した回数は7%で しみなどやわらかくたべやすいもの、牛乳、ジ品ース、

あった。 果物など水分の多いものが好まれており、半数の母親は

昼食は殆んど測定出来なかった関係上、全回数のうち 嫌いなものがないと答えていた。

記入のあった 2/3についてみると、その約2/3が30-50 b 施設児

分で食事をすませている。 施設についてのたベ方の続察でも IQ測定可能なもの

b 施設児 は比較的よくたべられていたが、その他は“むら気で落

施設児は集団生活である関係上その様相は家庭とは大 つかない"。“汚す、こぼす"“口に入れたり出したりし

分兵っている。 ながらたベる"等家庭児同様の問題があった。

施設の食事時間は40-50分位で、指務員が全体の様子 好き、嫌いについては半数のものは特にないが、魚が

を見て、食事の始めと終りに号令をかけている。この間 嫌いで魚という言葉をきいただけでも逃げ出し、食卓に

早い子どもは始めの10分位で全部たベ終り、余分のおか 魚が出ると泣きわめくというもの 1名の他、牛乳、やさ

ずをおかわりしたりもする。おそい子どもは終りの号令 いが嫌い、あるいは嫌いなものがはっきりしない等1例

の時までたべている。 づ〉あった。

また，~鴫能力の低い子どものためにはテープルをわけ 給食の残業からみた施設児の時好は夏以外はごはんよ

て、時間を延長してゆっくりたべさせるような配慮もな りパγのほうが残しが少なく、副食では野菜類特に生野

されている。 菜、中でもキャベツと野菜ザラダは残量が多かった。

対象児10名の食事時間は全調査期間を通じてみると 7 汁物では年少児にみそ汁の残しが多く、牛乳やスキム

-60分で、朝食は比較的時聞が短く平均20分位、昼・タ ミルクは殆んど残していなかった。また汁気のものがな

食は多少時間が長く、平均それぞれ24、23分となってい いと食事がすすまず、其先に汁をのんだり、ごはんにか

る。 けたりする者もあった。

これは朝の献立が尽と夜にくらべて簡単なためであろ Nielsen3lは精簿児の栄養および食物についτ論E、そ

うと見られる。 の適正化を計るには、精務児の特徴的なこと、即ち彼等

個別にみると最も時聞の長くかかった者はKSで岨鴨 には無気力、情緒の不安定、運動神経が低い、依頼心が

能力が低〈平均朝2日分、昼38分、夜42分で殆んど食事時 強い、好奇心に欠ける、視聴覚が十分でない、集中力が

間一杯たベて、なおたベ残すことが多い。 ない、理解把握力が低い等のハンディキャップのある事

食事時聞の短い対象児は SS、TU、TFで殆んど10分 をよく認識し、食事の方から精将児を正常児に近ずける

位で終っているが、 SS、TUは殆んど残さずにたベ、 にはどのような処置をとるのが最も有効であるか、とり

TFは全部たベてしまうことは少ない。 SNは平いとき やすい食器の配置、たべやすい食器の形、食品の切り方

は10分位で全部たベてしまうが、時折すねてふさぎこみ 調理法等の工夫、すすったり、のみこんだりすることの

30-50と長くかかる場合もあった。 下手な子どものたべさせ方の割線、ロにつめこんでしま
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第E表家庭児の食事の質的パラ γス

巻 主主 秋 冬

朝|昼|タ|突J7z 靭|昼|タ|実J%朝|昼|タ|認!%朝|昼|タ|実47%

A 11 12 16 39 54 11 13 16 40 56 81 12 14 34 日 7 I 14 20 57 

B 10 10 5 1 25 35 11 5 8 I 24 33 10 10 10 30 42 12 10 4 I 26 36 

C 3 2 1 6 8 2 6 。
D 。。2 2 3 。。。

う子どもの割|練等の重要性を強調している。

大見JII"等の“精薄挺護学校(中学および高校生〉に

おける偏食の調査"によると、従来の健康児の偏食調査

結果にみられるものと殆んど同じ傾向を示し、精薄児と

しての特徴的な差異はみられなかったという。

また倉持肘の r1.i!J簿児と味覚Jでは甘味(さとう〉蹴
味(趨〉敵味〈酸〉の三種の味覚について健康児と粉薄

児を比較したところ、各ケース毎に両者の味覚の義は明

らかで健康児が年令、知能、環境の変化によって殆ど影

響されないのに対L、樹海児の場合は、味覚時諸条件に

よって容易に変化し、特に男女差が大きくあらわれた。

また健康児の場合には味覚と摂取量には寵援な関係があ

るが精持児では必らずしもこれらは一致しない。者るし

い機能障害のある粉部児の中に意外と味覚の確かな者が

あり、その反面みかけはかなり健康だが味覚の極めて不

確かな粉部児もいるという。

障害の程度と味覚、味覚と晴好の問題について吏に検

討をしてゆきたいと思う。

3 食事調査

1) 食事の質的パラ Yス

毎回の食事についての質的パランスがとれているかど

うか、 これまで用いてきた評価法6)7)に従って分類して

みた。

1食毎に評価して穀群・蛋群・莱群・脂群の4群とも

軒!っているものをA、何れか 1つの群を欠くものをB、

2つ欠けているものをC、3つの群のかけているもの、

即ちパン、ジャム、紅茶のように3品使用していても糖

質性食品類だけ(晴好性食品は評価の対象にならない〉

のように Iつの群だけしかとっていないものをDとする

と家庭児についての評価は第6表のようである。

全調査期聞のベ288回の食事の中約1/2の食事はAに

位して栄養のパラ Yスのとれたものであった。次にBの

もの即ち4群のうち Zつを欠くものが40%前後で脂肪怯

食品と治、野菜を欠くものが多い。

81 11 6 l 。7 10 5 。。5 7 
。。。l 。 。。。。。

残りの10%がC、Dでこれは春と秋にそれぞれ 1-2

回あった程度である。

長沢学閣は栄養面を十分に配慮された集団給食施設

で、一食のパラ γスもよくとれており、全調査回数の中

2/3がA、 1/3がBに属l.C、 Dはなかった。 Bの場

合でも籾食に油脂の使用がなかった程度で蛋白源や野

菜など主要なものを使っていない場合はみられなかっ

マ，

~。
2) 栄養摂取量

各対象児の栄養摂取震は第7表に示した。

a)熱量について

① 家庭児

6-10才8名の食事調査から熱髭摂取状況をみると第

8表のようで白年間平均値は 1372-1866Calである。同

一児内で摂取査の最大値と最小値との差は最も開きの大

きいもので 1082Cal、小さいもので 172Calとなり平均

466Calである。所要量I8lに対する告期平均比率をみれ

ば、 64-136%の範閤内で、平均値で所要盤を超えてい

るものは I名にすぎず、大部分のものは80-90%をみた

している程度である。

一自の摂取熱量は日差、あるいは季節的な差異もみら

れるがその変動に一定のバターγはみられない。

体重1kg当り摂取量は殆んどのものが70-90Cal程度

で例外的に34Calというのがあるがこれは先にもふれた

肥満児 (9才、臼kg)の場合である。

②施設児

6-11才10名について熱量摂取状況をみると第8表の

ようである。その年間平均値は 1310-1956Calで総平均

1540Cal、同一児内で最大・最小値の聞きの最も大なる

もので723Cal、概ね200-300Cal程度である。所要量に

対する比率は74-99%の間で平均82.1%、家庭児の88.1

%よりやや下廻っているが、バラツキは小さい。

体髭1kg当り熱量摂取設も家庭児より少なく、最高100

最低52Calで70Cal前後のものが大体1/2を占めている。

昭和初年に木村"の行った6才正常児の摂取熱量の成
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第7表各対象児の年間平均栄養摂取量と

性
対児象
年 Cal (Cal) 

陥Frot|拷〈E〉 |lbFEatlf〈吟g) 
C.H.O (g) Ca (時〉

別 令 平摂取均盆問I"~要9 ヂω9こ5 
bElF樗平摂取均盆I君事警%に

MY  6 才 1，535 93 60.3 120 36.1 21 239.3 62 387 78 

MJ 7 1，510 84 54.6 100 35.3 24 241.9 65 322 77 

家 MK  17-8 I 1.488 81 60.9 108 47.6 29 199.0 54 675 130 
男

内才平:li;}1 1.511 1 1 226.71 

9 1 1.311 1 331 153，51 102 
庭

SR 6 1，426 97 64.7 145 45.5 29 190.9 53 787 157 

UY  7 1，372 86 51. 2 102 46.1 31 188.1 55 575 64 

NK  I 8 I 1.366 109 74.6 139 45.0 27 265.7 58 707 132 
児 女

日才平~出81 1 214.91 

MY  1 10 1 1・8421 ぉ|目2.11 91 

NT  6 1，310 77 41.4 83 60.0 21 228.8 65 420 84 

Y 1 7 1，543 86 50.9 93 34.0 20 247.1 62 573 115 

KS 8 1，361 72 49.9 91 33.7 22 213.8 63 599 l∞ 
施 日才平均1 1 • 405 1 1 229.91 
努

OH  9 1，601 田 56.8 95 40.5 23 251.4 63 429 72 

SS 11 1，956 87 69.9 93 43，7 20 314，0 64 653 82 

ES 11 1，724 77 42.8 76 37.0 19 283.9 66 743 94 

設
9.........11才平均1 1.7ω| |却 11

6111  円 lM21|
90 

TU  7 I 1.629 58.9 37.7 21 I 271.0 756 152 

児 女
日才平:li;}11.5221 1 256.61 

911岨:1 つ剖40| 93 

Y 1 9 I 1，414 47.2 47，2 23 I 220.0 79 

9才平均 1 1叫| 1 267.01 

績をみると1482Cah井上加が昭和39-40年にかけて行つ かった。また精簿児に関心をもっ、ある体操の先生の印

た8-9才の摂取熱盈の成績は男児約 2000Cal、女児約 象によると、精部児は運動機能の習練がなされていない

1800Cal、更に全国学校給食迎合会山〈以後学給述とす〉 ので、その運動量は健康児の約%ぐらであろうというこ

発表〈昭和37-38年小学5年生対象〉によれば男女平均 とであるこれらの条件が重なって精薄児の必要熱量も正

で大都市 2083、中都市 1919、農村 2023Calとなってお 常児より少ない可能性が考えられる。精薄児の運動量の

り、所要最に対する比率をみれば 85-100~官、 90;百程度が 調査とともに、年少時代からの運動機能の訓練につい宅

多い。本研究所で行った健康幼児問の摂取量調査でも所 の実際的研究が痛感される。

要量をみたしている例は少なく、 8例中3例にすぎなか b)蜜由貿

ったが、それにも拘らず殆んどが健康に活動している幼 ① 家庭児

児であった。所要量の決め方に問題があるかも知れない。 蛋白質摂取盈の金調査期間の平均値は第9表の通りで、

本対象家庭児の熱量摂取は上述の健康児よりやや低 50.1g-74.6gで同一児中における摂取蛋由貿の最小最

〈、施設児は更に低いが、体格も健康児にくらべて小さ 大値との差は16-73gである。所要量6川こ対する比率は
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所要量に対する比率

Fe (時〉
A CI.U N (昭〕 (mg) 

五、"取亙叩 対川目す白る広一 ゐ霊|貯ζbiF霧;平摂取均量匹刈警(ヨm宰g匂)9に5 平摂取均量 I~所対要す最る% に 平摂取均盆門l弘主ヲT》 Aw 
8.3 1∞ 2，249 142 1. 96 245 1. 77 209 13.6 105 76 197 

8.3 92 962 55 1. 21 151 0.59 75 10.9 73 158 395 

7.6 89 1，471 87 1.44 171 1. 29 138 10.2 68 130 325 

8.1 1 1.581 1 1.54 1. 22 11.6 121 

8.7 90 1 1.7371 88 1.24 138 1. 16 138 281 

10.1 122 2，590 170 0.91 130 1. 37 186 12.2 102 84 211 

6.7 75 1，161 68 し02 135 1.00 125 8.3 64 51 128 

11.0 122 1，675 99 l. 11 138 l. 37 171 12.7 98 144 284 

1.01 1.25 11. 1 

103 0.99 111 1.09 109 10.2 68 316 

9.3 103 1，752 82 0.54 68 0.59 66 7.8 55 106 265 

7.3 82 1，025 曲 0.60 75 0.74 82 7.3 49 67 167 

9.5 82 1，840 108 0.71 79 1.∞ l∞ 9.1 61 70 175 

0.62 0.78 8.1 

9.9 99 1，205 60 0.80 89 0.83 83 8.7 55 82 206 

14.1 141 2，109 106 0.92 92 1. 07 97 13.8 76 116 257 

10.7 107 1，499 75 0.76 76 0.87 79 8.6 48 88 207 

11. 6 いる041 0.92 1O.4 95 

82 944 82 0.69 86 6.9 53 62 152 

12.3 138 2，493 0.76 95 1.05 118 10.0 76 114 285 

1，719 0.87 8.5 88 

107 1，734 0.89 89 9.1 81 103 258 

8.8 87 1，359 0.70 0.76 76 6.6 44 90 224 

9.8 1，547 0.70 0.83 7.9 87 

92~145%で総平均113%、 2例の他は所要誌をみたして 次に総摂取蛋白質に対するiIl!J物性蛋白質の比率は54~

おり、その中3例は大幅に上回っていた。 84%の純囲内にあり、平均64%である。栄旋審議会では

体重 lkg当り蛋白質量は例外的なM.Y.を除けば 2.8 幼児の場合は5M百にするよう勧告しているが、本対象は
g~3.8g の範閣内で平均 3 gとなる。栄務審議会では 全例が50%以上の動物性蛋白質となっていた。

今回の蛋白質所要jjj:策定の際、 1~2才で体重 lkg当り ② 施設児

3g、6才で2.5gとするのを適当としている。 施設児の平均蛋白質摂取盈は第9表に示すように41.4

蛋白質摂取誌の季節的変動を個別にみると第 1図のよ g~58.9g総平均51. 5g である。同一児内の最大摂取量

うになる。この調査期間の範囲では成長につれて蛋白質 と最小量との差は1.3~40.1 gで、その差の著しく大き

の摂取量がふえるという現象はみちれない。また変季に いものもあるが大多数は2g iiii後であった。

摂取量のへったもの5例、ふえたもの3例、秋にはふえ 所要量に対する比率は 73~118% の範閥内で、 l例の

たもの減ったもの各3例、冬にはへったもの 1例だけで 他企部所要量を下回っているが、 70%台のもの2例で残

他は全部増加していた。 りは全部90%前後となっている。体重 1kg当り蛋白質量
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第8衰年間平均熱量摂取状況

摂取熱量 (Cal) 所す要る量比率に対 熱 量 比年令 体重kg当量性別 対象児
年間平均|最小|最大 蛋白質|脂肪|機質〈才〉 (Cal) 

く%)

MY  6 15$5 1408 1657 93 93 17 21 62 

男
MJ  7 1田7 1'l41 2223 93 84 14 21 65 

家 MK  7-8 1488 1415 1595 73 81 17 29 54 

KT  9 1311 1210 1448 64 67 24 33 43 
庭

SR  6 1426 1276 1546 78 97 18 29 53 

児 女 UY  7 1372 13∞ 1472 79 86 14 31 55 

NK  8 1866 1626 2339 70 109 15 27 58 

MY  10 1797 1536 2361 34 93 15 22 63 

NT  6 1310 1219 1401 68 77 14 21 65 

YI 7 1543 1430 1675 82 86 18 20 62 
施

KS  8 1361 1163 1527 71 72 16 22 63 
男 OH 9 1601 1494 1701 74 80 14 23 63 

設 SS 11 1956 1834 2076 64 87 16 20 64 

ES  11 1724 1478 1847 52 77 14 20 16 

TF  6 1415 1289 1577 52 91 13 19 68 
児

TU  7 1629 1551 1773 72 99 13 21 66 
女

SN  9 1484 1089 1812 l∞ 78 16 21 63 

YI 9 1414 1279 1549 61 74 15 23 62 

第9衰年間平均蛋白質摂取状況

年令
摂取蛋白質 (g)

体注g当重盈 全所白摂質要取量蛋所A要.P量. 全A由摂貿.P取.蛋性別 対象児
年間平均，1最小 1最大 I動質物(A性蛋F白〉〈才〉 (g) 

く%】
(%) 
く%)

MY  6 60.3 35.4 108.0 32.7 3.8 120 60 54 

男
MJ  7 54.6 I 3~.1 78.2 31. 5 3.4 100 57 58 

家 MK  7-8 60.9 49.6 77.5 40.7 3.1 108 74 67 

KT  9 58.8 35.7 83.5 49.4 2.9 92 82 84 1 
庭 ;;-1 SR  6 64.7 49.0 78.7 43.6 3.5 145 87 

児 女 UY  フ 50.1 44.2 60.5 31，9 2.9 102 64 62 

NK  8 74.6 53.5 120.8 40.7 2.8 139 81 54 

MY  10 63.6 42.1 95.0 36.5 1.2 97 52 57 

NT  6 41，4 39.9 42.8 13.3 2.1 83 24 32 

Y 1 7 50.9 50.1 51.5 26.6 2.8 93 48 52 
施 KS  8 49.9 49.0 50.7 27.3 2.6 91 I 50 55 
男 OH 9 56.8 48.3 69.0 28.9 2.6 95 52 51 

設
SS 11 69.9 58.9 86.5 29.6 2.3 93 42 43 

ES  11 42.8 52，8 62.4 24.6 1.3 76 35 43 

TF  6 44.1 42.8 45.4 18.6 1.6 88 38 43 
児

TU  7 58.9 54，7 66.0 26.8 2.6 118 54 46 
女
SN  9 52.6 34，5 74，6 24.4 2.3 87 35 46 

YI 9 47，2 43.3 51.1 25.2 2.3 73 36 48 
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第 1図季節別蛋白質摂取量〈一一家庭児、ー・ ・一施設児〉
x 

3隠 x 

ヨぇ

70 
N(S) 

ー‘
<0 

~一~認。(1j)
50 

3‘ 
x 

40 

x 

:1 ;メミLAid
50 x 

40 
3巳

j:ィ三1[ ‘ーー¥
3降、

〆-Y1
〆"

4。
イト U -iJセ 冬

電車

はL3~2.8g (平均2.3g)であった。
摂取蛋白質症に対する動物性蛋白質の比率は32........58%

で、 50%以上のものは 4 例、平均48~百である。

褒由貿摂取t誌の季節的変動を資料の完全な4例につい
てみると、 1例は殆んど四季の変動がないのに対L、他

は概ね春が多く秋が低い。しかしこれらは献立如何によ

る影響が大きいであろうから児誌の摂食パターンに対す

る季節的影怒とは考えられない。

家庭児の蛋由貿摂取量は施設児にくらべて総摂取君主平

均で10g多〈、生物価も勝っており体重1kg当りでみれ

ば0.7g高い。これは経費その他の関係上やむを得ない

ことであろう。

c)糖質

家庭児及び施設児の糖質摂取状況は第10衰のようで，

全般的にみてあまり向くない。結質所要最は発表されて

u 

x 
虫色、/ ，、

x 

!k 弘 経 耳秋冬

第10表平均糖質摂取量

な|閥抗告出i告|悶案
内:1 :%1ごg1712g12g
日 1li|:|ご1 : I二|ご
いないので試みに食糧構成武藤試案>2，から導き出された

数値と比絞してみると，何れも低{直を示す。これは後述

するように，これら対象児の食事はおかずが多く，従っ

て穀類のとり方が少ないからである。

男児は女児より多少多い傾向がみられるが， 6~8 哉

の女児のように例外的な場合もある。いずれにしろ例数
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出性別時制先主会ド試案

内 |:|:z|::glf|:::g|::;g

9~11!?|:|::|:|;:|:: 

が少ないので摂取盈には年齢や性差よりも個人差がより

多く関係しているように思われ石。

d)脂質

脂質の摂取量(第11表〉は家庭児40-50g，施設児34

-41gと家庭児が上廻っている。糖質におけると同じ理

由で武藤試案nlと比較すると家庭児はこれと略同じ位の

脂質を摂取している。脂肪摂取に関する正常児の資料は

とぽしいが，さきの全学給食速の調査制では小学5年生

の脂質平均荻取量は29.9-41.5gで家庭児，施設児とも

ややこれより上廻っている。

e)無機質

① カルシウム

@家庭児のCa摂取量〈第7表〉は322-787mgで同一児

内の最大摂取量と最小との差は3).8-938時で平均600時

の差がある。 Ca摂取量の所要量に対する比率は55-210

%の間で総平均についてみれば，所要置を上廻っている

もの4例であった。 Ca源は主として牛乳であり，牛乳

摂取と Ca摂取が略平行する。

季節別に摂取震をみると相当の変動がみられるが，特

にどの季節が多いとか少いとかいうことは出ていない。

@施設児における Ca摂取量(第7表〉は420mg-756時

で個人差が犬きく全平均565時となっている。 Ca所要量

に対する比率は72-152%の範囲内で，各人の4回の調

査を総平均したものについてみれば，約半数は所要量を

上廻って摂取している。

家庭児，施設児ともに Ca摂取量の日義，個人差が犬

きいが，全般的にみれば比較的よく摂取されており約半

数のものが所要量を上廻っている。

②鉄

鉄の摂取量(第7表〉は家庭児6.7mg-11.0時で所要

量の75-122%，施設児では7.3時-14.1mgで所要置の82

-141%で，所要量を満足しているものと不足している

ものとが相平均している。

f)ピタミン類

第7表参照

① ビタミンA

家庭児，施設児ともにビタミンA摂取量には個人差，

季節差が著しく大きく，家庭児962-2590I.U.で施設児

944-2493I.Uとなっている。所要量に対する比率はそれ

ぞれ55%、56%である。

② ピタミ γB，

家庭児のピタミ γB，摂取量は0.91-1.96珂で，所要査

に対する比率をみると 111-245~百に逮l..，すべてのもの

が所要最をよ廻っている。調理による損失を30%とみて

も大体所要量がみたされている。

施設児では0.54-0.92時で，所要最に対する比率は

68-95%:春に3例，変に l例所要量を上廻ちている。次

に年平均でみれば全部が所要量に適しておらず，.70-9~ 

%のものが多く，調理による損失を考慮に入れるとかな

りの低値となる。

③ ピタミ γB倉

家庭児ではピタミ γs，はO.59mg-1. 77時で，所要量に

対する比率は75-209%の縄問内となり 1例を除けば

他は全部所要置を大幅に上廻っている。

施設児では0.95mg-1.07mgの摂取で，所要量に対する

比率は66-118%の範囲内で季節的変動も大きしこれ

を年平均でみれば大体所要量に達しているもの3例で，

他は35-10%程度不足している。しかし訟は比較的安定

で加熱による損失は少なく実質上の不足は僅かである。

@ ピタミンC

家庭児ではピタミソCは果実より豊富に供給され， 51 

-158昭で大体所要昆の 2'"'"4倍程度摂取している。務

理による損失を50%としても所要盆は十分みたすことが

できる。

施設児でもすべてのものが所要盆の1.5-2. 5倍程度摂

取しており，摂取置は62-116mgとなっている。果物か

ら供給されるピタミンCが相当部分を占めているので，

調理による損失を計算しても殆んどのものが所要量に逮

しているといえよう。

3) 食品群別摂取量

第12表に結果を示した。

〔手L:&び手l製品〕乳及び乳製品の摂取量を乳汁換算でみ

ると，家庭児の一日平均は最低12jg(7歳男〕最高532

g (5歳女)， 200 g以下が2名、 300g台2名、 400g台

2名、 500g台2名で男女、年齢による差はみられない。

施設児は例外的な78g(6歳男〉の 1例を除き，他は

全部 200g台でこれも男女，年齢による差はない。

食甑構成武藤試案を比較の基準としてくらべると，家

庭児では 100g台の2例以外は全部基準をこえ，施設児

もわずかながち全部上廻わる。

〔卵〕卵の摂取は家庭児では最低が22耳、これは牛乳挺
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第12表個人別食品群別摂取量 (g)

性別対象児
年令 乳及び gs 製魚び介品そ及の肉及の製び自

豆及び

(才〉
乳製品 豆製品

MY  6 150 41 96 48 7 

男
MJ 7 121 22 34 86 12 

家 MK  7-8 510 44 34 74 2 

KT 9 453 49 26 85 2 

庭
SR 6 532 39 82 54 12 

児 女 UY 
7 406 34 26 62 6 

NK  8 392 34 63 72 8 

MY  10 356 81 44 46 16 

NT る 78 37 28 23 16 

YI 7 239 ~5 88 24 10 
施 KS 8 257 44 56 34 12 
男 OH 9 243 45 64 42 18 

設 SS II 260 48 64 40 23 

ES II 234 39 50 23 22 

TF 6 200 36 33 20 
児

TU  7 238 38 46 28 女
SN 9 216 35 44 33 

Y 1 9 249 33 60 28 

取の最も少なかった児置である。最高は81g (10歳女〉

その他は全部30-40g台である。

施設児は全部が30"，40g台で家庭児とのi商に殆ど差が

みられない。家庭児の最大と最小を除けば何れも基準よ

りわずかに少い程度である。

17 

24 

18 

18 

〔魚介類及び獣鳥肉類〕家庭児の魚介類の摂取盈は 20

(8歳男及び6践女の 2例〉乃至96g(5歳男〉。施設

児は28(6歳男)-88g (6成男)，何れの場合も前述

の乳，卵の摂取盆に比べるとかなり個人差が大きい。こ

れは家庭の場合は魚介類に対する各家庭の好みの速い，

施設の場合は全部同一献立の替であるから，告児童の好

みの速いが大きいことを意味するものであろう。

獣鳥肉類摂取:lli:は家庭児の場合46(10歳女)-86g 

(7歳男〉で魚介類程の大きな個人差はみられない。施

設児の摂取量は20(6歳女)-42g (9歳男〉で家鹿児

に比べると少ない。

魚介類と獣鳥肉との関係は家庭児の場合，かなり補い

合う傾向がみられ，魚介類のとり方の少ない児童は大体

獣鳥肉のとり方が多く，又前者の多い者は大体後者が少

ない。従って両者の和は 90-140gで肉類総体としては

比較的均等なとり方をしていることになる。

施設の場合は両者の聞に必ずしも補足関係はあまりみ

野菜類 穀類
果実類 芋類 油脂類砂糖類

有色|淡色

15 74 149 106 63 24 14 12 

20 64 252 68 83 4 8 25 

34 176 145 78 70 18 21 9 

22 102 111 45 72 9 21 4 

31 164 190 63 38 15 10 6 

l 76 88 61 73 2 12 17 

38 217 174 109 93 17 目 15 

17 35 218 120 78 14 14 13 

74 192 96 118 85 59 10 

36 1~8 95 146 81 62 15 14 

44 124 9企 119 58 60 16 13 

49 174 119 146 57 87 16 9 

臼 248 115 164 112 83 20 15 

58 145 94 132 106 79 15 18 

71 120 98 134 63 75 12 14 

82 214 106 137 84 84 18 19 

40 196 113 131 76 56 13 14 

40 169 122 110 76 48 14 13 

られず， 50-110gでこれには子供の食欲あるいは体格

などが関係しているように思われる。

基準にくらべ家庭児はかなり上まわり，施設児は大体

前後している。

E豆及び豆製品〕家庭児の豆及び豆製品のとり方は2-
16gで，少ない中にもかなりの個人差がみられる。施設

児の摂取監は10-24gで家庭児よりかなワ多い。これは

食費の問題が関係してくると思われる。施設児の獣烏魚

介類のとり方の少ないのを豆類及び豆製品によって補う

結果になるのであろう。

【野菜類及び果実類〕野菜を有色と淡色に分けてみると

家庭児の有色野菜摂取監には悲しい個人差があり， 1 g 

かち38gにも及ぶ。これに対L淡色野菜は 35-217g、

両者合せたものは最低50g、最高250gとなる。

施設児の有色野菜摂取量は36-74gと家庭児にくらべ

て遥かに多い。淡色野菜のとり方も120-248gとかなり

豊富で，両者合せたものは少い場合でも 170gに逮1.-，

多い場合は300gを越える。

家庭児の野菜摂取量で基準に達しているものは l例

(7歳女〉にすぎず，基準の半分にもみたぬものが4例

にみられた。施設児の場合は5例が基準を上まわり，他

の児童の摂取量もあまり低値ではない。
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野菜は非常にしばしば子供に嫌われる食品であり、家 L他の食品から熱設が充分摂取されていれば必ずしもこ

庭児の摂取量が比較的少ないのはそれを袈盤きしている れらを基準量に近づける必要はない。即ちこれら食品の

ように思われる。 摂取還が基準値に逮しない事をもって食生活の欠陥と考

施設児の野菜摂取盤の多いのは，施設児の献立が栄養 えなくてもよいであろう。

的見地から一定の基準に従って立てられていること，又 〔油脂類〕家庭児の油脂類筏取量は8-2U、施設児で

供食に際して残しが少ないよう或程度配慮されているこ は10-20gで両者ほぽ等しいし、文他の食品にくらべて

となどによるのではないだろうか。 個人差も著しく小さい。日本人の油脂摂取震は近年急増

果実は家庭児，施設児何れにもよく摂取されており， の傾向にあるが、日本人平均としてはまだここまでは逮

少なくても90g、家庭児には 200gを越える者が2例み していない。武藤試案の基準にほぼ近い水準を示す。

られた。 何れの食品にしても，摂取量が多ければ多い程よいと

野菜と果実とを合せると家庭児でも200-300gに迷す いうものではないが、油脂類と次に述べる砂糖類につい

るものが4与し 6歳女の 1例を除いて一応適f置が摂取さ ては殊にこの点を強調する必要があろう。

れているとみる事ができる。(砂結〕この群は砂糠そのものばかりでなく砂概を主体

[芋綴及び穀類〕苧類のとり方は家庭児2-24g，施設 にした食品，例えば飴，菓子類を包含している。

児100-，-210g。絞類のとり方は家庭児45"-'120g，施設 家庭児の摂取量は6-2Sg，施設児のは13-19gであ

児200-290gで何札も施設児の方が多い。しかし何れに る。家庭児各々の差異は家庭による間食のえらぴ方の違

してもこれらの摂取量は全体として少Jなく，家庭児は全 いと考えられるい施設児の摂取量に個人差が小さいの

員，施設児も 2例を除いて全部基準値を下まわった。こ は間食の残しがあまりないことによるのであろう。

れら食品の役割は主として熱量源とみなされるので、も

N 総

精神薄弱児の栄幾・食生活に関する指針擁立の資料に

役立てたいと考え、精薄児の栄養、食物摂取の実態調査

に着手した。今回は6-10歳の家庭児8名〈男4、女4

名〉、 6-11践の施設児10名〈男6、女4名〉を対象に

昭和43-44'年にかけて質問紙法による食事歴を含む生活

病歴等の調査を行い、文春夏秋冬の4閏直接計量法によ

る述続3日間づつの食餌摂取量調査を突施した。得られ

た結果は次のようである。

(1) 母乳栄養は家庭児中2例、施設児中 3例であっ

た。離乳開始は家庭児5-10カ月で、離乳の困難性がみ

られた。施設児はこの点不明である。

(2) 未熟児で生れたものは家庭児3例i施設児2例、

文施設児では未熟児すれすれの線上のものが 2例あ勺

た。

(8) 現在の体格は昭和45年推計基準値にくらべて劣っ

ているものが多かった。

(4) 家庭児の好きな食品としてはパン、せんべし¥ソ

ーセージ等の持ちやすいもの、バナナ、ずり γ、シ~­

夕日ーム、JIlj身等のやわらかくたべやすいもの、牛乳、

ジギース、果物等、水分の多いものがあげられていた。

施設児では半数のものに特に好き嫌いはなかったが、

極端な魚嫌いのものが 1例みられた。

帥 l回の食事にかかる時間は家庭児10-60分、施設

括

児では集団給食という特殊性はあるが、全期闘を過して

7-60分、平均すれば、朝20分、昼23分、タ処分となっ

ている。

一般に食べ方に問題があって、 IQ値とは必ずしも一

致しないが、テスト不能者は非常にたべるのが下手であ

った。食事上の問題点として母親が訴えているものに

「たくさん口につめこむJIかまずにのみ込むJr落付い

てたべないJIおそいJIよくこぼすJ等があったる文施

設児でも同様な問題が観察された。

(6) 食事の質的パヲγス

家庭児では全調査期間中、約1/2の食事はパラγスが

とれていた。施設児では栄縫商を十分に考慮された集団

給食の為、金調査期間の中2/3の食事はパラγスがとれ

し、主ミ。

(7) 栄養摂取盈

0熱量一家庭児の平均探取熱量は栄養所要最を越主でい

るものは 1 例にすぎず、大部分のものはその80"'~0%，程

度、平均88%で、個人差、日差がかなり大きい。

施設児では所要量の74-99%範囲で、平均82%、家庭

児よりやや下廻っている。文体重 Ikま当り摂取熱最も家

庭児より少ない。

0蛋白質一家庭児の蛋白質は所要量の92-145%の範間

内で、 2例を除いた他は所要;Iu:を満しており、特にその
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中3例は犬綴に上廻っていた。

動資比は54.........84%で、質的にはかなり良好であった。

施設児の蛋白質摂取盤は所要量73-118%の純図で、 1 

例を除き他は全部所要最を下廻っていた。動蛋比は32-

58%で、家庭児のそれより幾分低かった。

。カルシウム一家庭児の Ca摂取設は322-787n唱で所要

量の55-210%、施設児では42日-756時、所要量の72-

152%に当る。家庭児、施設児ともに Ca摂取抵の日差、

個人差は大きいが、全般的にみれば比較的よく摂取され

ており、約半数のものが所要量を上廻っていた。

。鉄一所要量に対する比率は家庭児 75-122%、施設児

82-141%で、所要震をみたしているものと不足してい

るものとが相半ばしていた。

0ピタミソ綴-V.A、V 弘、 V 弘、 V.Cのいずれも

個人!dlJ変動が大きし所要誌に対する比率はそれぞれ

V:A家庭児 55%、施設児 56%、V 弘、家庭児 111-

245%、施設児68-95%、V.弘、家庭児75-209%、施

設児66-118%、V.C家庭児128-395%、施設児152-

285%であった。

(8) 食品群別摂取章

。乳及び乳製品

乳刊換算でみると家庭児200g以下2例、 300g台2

例、 400g台2罰h500g台2例、施設児では 1例の例外

を除き他は全部200g台で、 いずれも男女、年齢による

差はなかった。

。卵

家庭、施設児共に大部分は30-40gで、両者間に殆ん

ど差がみられなかった。

。魚介類及び放鳥肉類

魚介類の摂取量は家庭児26-96g，施設児28-88gで

前述の卵の摂取量にくらべると偲人差が大きかった。

獄sも肉類の摂取設は家庭児46-80g、施設児20-4zg

で前者にくらベ後者の使用量は少なかった。

。豆及び亙製品

家庭児の摂取量は 2-16gでかなりの個人差がみられ

た。施設児の摂取盆は 30-24gで家庭児よりかなり多

い。

C野菜類及び果実類
家庭児の有色野菜摂取立は著しい個人差があり 1-38

gにも及ぶ。これに対し淡色野菜は 35""""'217g ¥両者合

わせたものは最低50g、最高250gである。

施設児の有色野菜摂取泣は36-74耳、淡色野菜は 120

-248gて家庭児にくらべてはるかに多い。両者合わせ

たものは少ない場合でも170g、多い場合は300gを越え

ていた。

果物は両者ともによく摂取されており、少なくても90

L 家庭児には200を越えるものが2例みられた。

。苧類及び穀類

芋類の摂取量は家庭児2-24g、施設児100-21Og。

絞類の摂取量は前者45-120g、後者200-290gで何れ

も施設児の方が多かった。

0油脂類
家庭児の油脂類摂取盈は8-21g，施設児では10-20

gで両者ほぽ等しし他の食品にくらべて個人差も箸し

くd、さかった。

0砂糠
家庭児の摂取量は6'-25g、施設児のは13-19gであ

った。

V 結論

今回開国主の対象となった6-10歳の精神部弱児の栄養

摂取量及び食品摂取量は家庭児、施設児とも大体におい

て正常児水準にあった。

これが総薄児にとって適切なものであるかどうかにつ

いては今後に残された問題である。

4固にわたる面倒な栄縫調査に対し、愛育研究所養護

学校の御父兄，長沢学闘の先生方は全力をあげて御協力

下さいました。

ここに厚〈御礼申し上げます。
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Chapter vll 

日本総合愛育究研所紀要 第6集

Dietary Survey on Mentally Retarded Children at 

Home and in the Institutes 

E泌pt.4 Ai . Yamauchi， Akiko Itδ 

Shizuko Mutoo 

Yoko. Fujiwara 

Moto Arai， Chihoko Miyahara 

Food habits and dietary intake of 8 mentally retarded childten (Female 4， Male 4) at home (HC) 

and 10 (F 4， M. 6) in an institute (IC) were investi酔 tedby methods of interview， questionaire， and 

weighing of foods during the period from 1968 to 1969. The physique of most children was inferior 

to the average of normal children. 

1. The HC favored foods easy to hold such as cracker and sausge， foods easy to eat such as 

pudding or raw fi.sh， and food juicy as fruits and milk. Half of the IC had the habits of likes and 

dislikes. Qne of whom showed an extreme dislike for fish 

2. Half of the HC and two third of the IC showed a good balance in eating habits 

3. Calorie intake of HC ranged 80 to 90% of the Japanese dietary allowance revised皿 1969with 

a wide variation from day to day and from individual to individual， that of the IC being 74 toω% 

of the allowance. 

4. Protein intake of HC reached 92.145% with the high quality fo吋s，and that 01 IC 73-118% 

with a little 10、~er quality thah that of HC 

5. Consumption of milk， eggs， fish， meat， beans and their products were high in both groups 

of children though meat was eaten more and bean and bean products less by HC than by IC. 
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